








































































































ユルレル、ホフマン、シモンズの三名になっている。なお、同年同月、南校の外人教師ドイツ人ワグネルが、東校に転傭され、理化学および数学を担当することになった。そのほか、ミユルレル・ホフマン両医 意見 もとずき、諸種 改革が行われ ワグネル以外にも多数のドイツ が、東校に招鴨された。東京帝国大学五十年史上冊の三九七頁から 四
O
六頁にわたり東校の、
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おいて、文部有に対立する外国人記傭の推である。工部省関係と、文部省関係とを把握 れば、御ぽ外同人の概数を容易に知ることができる、といっても過一一一けではなかろう。しかし、あく乏でも概数であって、八人数はなかなかっかみがたいのである たとえば、大正十三年十二月発行の文明大観第六冊「明治文化発祥記念誌」によると、大隈信常民今一会長とする大日本文明協会が、明治初年以来日本に渡来して、日本の新 の建設にあずかつて力あった諸外国人の功績を顕揚す ため、明治文化発祥記念会を開催するとともに、記念誌を発行し、明治文化 寄与した欧米 の略歴を、三十頁にわたって掲載 が、その人数は、ようやく、四百十二名である。こ 数につい 明治大学・青山学院教授栗原信一氏が、昭和十九年七月、帝国図書株式会社発行「明治開化史論」一七五頁において、つぎのように説明している。















































































































































































の倍になっている。偶然 いえば、偶然でもあろうが、かならずしも、 と いきれないものが、あるように思われる。御一履外国人の約半数が、教師であった。御雇教師の約半数が、科学技術の関係者で った。このように、 まかにいう ために、ひとつのよりどころ はなるであろ 。
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やく、御雇外国人 縁を切 ことであっ 。そして われ れは、明治期において、日本人による肩替りが いかに行 れたかという、研究問題に直面する にな のである。
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